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年に発出された国土交通省・警察庁による「安全
で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」では，
車道部通行を原則として，自転車専用通行帯を中
心とした利用環境整備の原則が示され，これを受
けて，交通工学研究会では，自主研究をもとに 4
年の議論を経て，2015年に「自転車通行を考慮し
た交差点設計の手引き」を発刊しており，中速で
占有幅の小さな手段である自転車が，自動車と共
存する上での交差点のあり方が提案されている． 
今後は，シェアードスペースのような３者が共
存する道路，さらには多様な小型電動モードを加
えた道路などの出現が予見される．交通工学の視
点からは交通条件，空間設計，制御方式の指針な
ど，将来の中速モードの共存に取り組むことが重
要と考えている． 
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